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『ＪＦＡ第５回全日本Ｕ－１８フットサル選手権大会』特集！　～全国大会へのチャレンジ～

○ JFA第５回全日本U-18フットサル選手権大会　茨城県大会
JFA第５回全日本U-18フットサル選手権大会

（茨城県大会・関東大会-登録２0名）

伊奈高校サッカー部では、サッカー競技における技術力・判断力を向上させ、
協同性や連動性をさらに充実したものにすべく、毎年、フットサルに真剣に取
り組んできました。本年度はJFA第5回全日本U-18フットサル選手権大会の茨
城県予選の日程が大きく変更されたため、2年ぶりにトップチームでの参戦とな
りました。現3年生は1年生の時に当時のトップチームが同大会で優勝し、茨城
代表として山梨での関東大会に出場したことを知っている学年ですので、期待
の高まるところです。選手達もトップチームで出場するからには、「優勝し関
東大会への出場権を獲得したい！チームの下級生達にフットサルのおもしろさ
を伝えたい！」と勝利を目指し、貪欲にプレーしてきました。
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1 ＧＫ 板　並 3 11 FP 山　本 3

金　子 2

3 FP 小松崎文 2 13 FP 小　菅 2

2 FP 髙　桑 3 12 FP

栗　原 3

5 FP 靜　野 3 15 FP 根本聖 2

4 FP 若　倉 3 14 FP

村　下 2

7 FP 鈴　木 3 17 FP 井　坂 2

6 FP 中　野 3 16 FP

岩　田 2

9 FP 西ノ原 3 19 FP 古　橋 2

8 FP 倉持嶺 3 18 FP

分 勝点 得点 失点 差 順位

根本海 3

【１日目：予選リーグ　平成３０年６月２３日（土）　】会場：古河市中央運動公園総合体育館

Aブロック 伊奈 総和工業 古河第二 第一学院 勝 負

10 FP 宮　崎 3 22 GK
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【２日目：決勝トーナメント　平成３０年６月３０日（土）】会場：水海道一高体育館

準決勝 伊奈　４　－　２　笠間
伊　　奈

決　勝 伊奈　７　－　５　水海道一
笠　　間

伊　奈 優勝：伊奈高校（3度目）　→　関東大会出場！
総和工業

水海道一 １日目の予選リーグは、初戦の総和工業戦において良い入り方ができたことで、３試合とも
伊奈ペースの試合運びができました。２日目の決勝トーナメントに入り、準決・決勝では、
笠間・水海道一高に苦戦しましたが、何とか競り勝ち優勝することができました。
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○ JFA第５回全日本U-18フットサル選手権大会　関東大会 会場：栃木県立県北体育館

大会結果
３位

優　勝

７／１５
（日）

私立
矢板中央
高等学校

茨城県立
伊奈

高等学校

７／１４
（土）

不戦勝

私立
正智深谷
高等学校

私立
中央学院
高等学校

SBFC
ロンドリーナ

U-18

私立
矢板中央
高等学校

欠場
フウガドール

すみだ
ファルコンズ

茨城県立
伊奈

高等学校

DELMIGLIORE
CLOUD　U-18

埼玉県代表 千葉県代表 神奈川県代表 栃木県代表 山梨県代表 東京都代表 茨城県代表

監督室から

　選手達は、酷暑の県予選を勝ち抜き、「茨城県代表」として栃木県の県北体育館で行われた関東
大会に出場してきました。今大会は高体連大会と日程がズレたことや無理をお願いしリーグ戦日程
を変更してくれた他校の先生方のご協力を得て３年生を中心とするトップチームで参戦することが
できました。各関係者の皆様には、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
　今回のJFA第５回全日本U-18フットサル選手権大会を通し、総体県予選で最低限の目標に掲げ
た「県ベスト１６」を成し遂げられず、２回戦敗退という悔しい思いをした３年の底力をヒシヒシ
と感じることができました。
　県予選では笠間・水海道一にリードされた場面で、３年を中心に落ち着いた試合運びをし、逆転
し突き放すという盤石の試合展開を見せてくれましたし、関東大会１回戦では、フットサル専門で
高い技術を持つ群馬県代表を相手に一歩も引くこと無く、接戦をものにしてくれました。
　残念ながら、この後の全国大会で準優勝を果たすフウガドールとの準決勝、高校サッカーの名門
矢板中央高校との３位決定戦に敗れ、３位までに与えられる全国大会出場権を手にすることはでき
ませんでしたが、私は今回の「関東ベスト４」という結果にある程度の成果をあげられたのではと
思っています。それはこの後、リーグ戦・選手権大会に臨む３年の力を再確認することができた関
東ベスト４だと言えるからです。
　最後になりましたが、栃木まで連日応援に来てくださった保護者の皆様、日頃のご協力を含め
諸々ありがとうございました。今後も試合が続きますが、１つでも多く選手が望む結果を得られる
ようスタッフ、選手一同、引き続き頑張っていきたいと思います。今後もご支援の程宜しくお願い
いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サッカー部監督　杉山　利之）

群馬県代表

優勝
フウガドールすみだ
ファルコンズ（東京） ２位

私立中央学院
高等学校（千葉） ３位

私立矢板中央
高等学校（栃木） ４位

県立
伊奈高等学校（茨城）


